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　大分とロシアの交流の集大成としてロシア

国立舞台芸術アカデミアバレエ学部長エフゲ

ニー・Ｐ・バルーキン教授、ボリショイバレ

エ団所属アーティストを招き、おおいた洋舞

連盟会員ほか県内の文化団体から約100名が出

演し、盛大に開催されました。

平成 18年９月 24日 18：00、iichiko グランシアタ
第８回大分県民芸術文化祭開幕行事　大分ロシア友好交流バレエ公演
「ラ・バヤデール」全幕

（上）第２幕より　マリヤ・アッラシュ、ゲオルギー・ゲラスキン、ヴィク
トル・アリョーヒン

（中）第３幕より　おおいた洋舞連盟
（下）第１幕２場より　マクシム・バルーキン、広瀬万弥子
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　「芸術文化振興事業」は「文化キャラバン」に名称を変更します。
　文化キャラバンとは
　公演を希望する芸振加盟団体が県内の学校や文化施設等に出かけて、公演、展示会を行う事業
です。平成18年度は県下25会場、18団体が公演、展示を行いました。

市町村 開催場所 内　　容 公演団体
1 大分市 大在小学校 声楽 花の会
2 吉野中学校 合唱 大分市民合唱団ウィステリアコール
3 中津市 豊田小学校 声楽・器楽 グループＵＮＯ
4 コアやまくにミュージアム 美術展 米水津夢美術館
5 日田市 大山小学校 演劇 稙田ほがらか劇団
6 特別養護老人ホーム敬天荘 声楽・器楽 21 世紀の童謡を創る会
7

佐伯市

鶴岡小学校 声楽・器楽 グループＵＮＯ
8 明治小学校 器楽 GEN管弦楽団を招く会
9 本匠東小学校 口演童話等 大分県児童文化研究会
10 直川小学校 声楽 ＹＯの会
11 重岡小学校 ギター カサ・デ・ギターラ
12 臼杵市 下北小学校 邦楽 大分県三曲協会
13 竹田市 久住中学校 マンドリン 大分マンドリンオーケストラ
14 豊後高田市 臼野小学校 人形劇 大分県人形劇サークル協議会
15 杵築市 東小学校 ギター カサ・デ・ギターラ
16 宇佐市 四日市北小学校 マンドリン 大分マンドリンオーケストラ
17 佐田小学校 口演童話等 大分県児童文化研究会
18 豊後大野市 緒方中学校 能ワークショップ 能を楽しむ会
19 由布市 湯平小学校 声楽 ＹＯの会
20 湯布院公民館 洋舞 おおいた洋舞連盟
21

国東町
国東小学校 演劇 稙田ほがらか劇団

22 武蔵中学校 器楽 ゼーレ管弦楽団
23 朝来小学校 吹奏楽 大分県庁職員吹奏楽団
24 日出町 川崎小学校 人形劇 大分県人形劇サークル協議会
25 玖珠町 メルサンホール 美術展 大分県美術展秀作展（写真部会）

団体会員

実施会場
施　設
学　校
その他

　芸振

次年度
開催内定
３月ごろ
（理事会）

各市町村
各市町村教委
県教委

募集

12月ごろ

開催希望

締切翌年２月ごろ

希望票配布

総会時６月ごろ

次年度公演希望

10月31日まで

次年度計画通知

４月ごろ

実施に関する打合せ

公演実施後、芸振から公演団体に公演料を支払います

企画実施人材育成事業文化キャラバン文化キャラバン文化キャラバン文化キャラバン文化キャラバン

■感想
きれいな声の人が二人いました。
フルートははじめて見ました。
光ってました。
思い出に残る音楽鑑賞会でした。

■感想
校歌を編曲して演奏してくださっ
たり、公演日の８月６日に合わせ
て選曲してくださったり、老人ク
ラブの皆さんのために時代劇メド
レーを用意してくださったり、あ
りがとうございました。
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主催・共催行事　　採択されると補助金が交付されます。

　　　　　　　　　総合プログラム・記録集に掲載。

　　　　　　　　　＊10・11月の期間中に大分県内で開催の行事が対象です。

参　加　行　事　　補助金はありません。

　　　　　　　　　承認されると総合プログラム・記録集に掲載。

　　　　　　　　　その他、自動的に大分県民芸術文化祭実行委員会・大分県芸術文化振興会

議・大分合同新聞社の名義後援がとれます。

　　　　　　　　　＊９月～12月大分県内で開催の行事が対象です。

〰〰〰〰 第９回大分県民芸術文化祭のテーマをお寄せ下さい。 〰〰〰〰

　今年は「とどけたい、あなたの心へ」でした。字数に制限はありませんが、ポスター等に掲載

しやすい長さにしてください。

　締　　切：平成19年１月15日㈪

　応募方法：郵送・ＦＡＸで芸振事務局まで（ＦＡＸ・097-536-6188）

　決　　定：企画部会の審査を経て、実行委員会（平成19年２月開催予定）で決定。

大分県民芸術文化祭大分県民芸術文化祭大分県民芸術文化祭大分県民芸術文化祭

第８回大分県民芸術文化祭
（大分県民芸術文化祭実行委員会）
平成18年10月１日㈰～11月30日㈭

県補助金総額 23,720千円　（県一般財源18,900千円＋基金繰入金4,820千円 ）

地域・若者文化フェスティバル 芸術文化フェスティバル 参加行事

◎地域文化行事（共催事業）
・芸術文化イベントや伝統文化イベントの開催を通じ
て、住民の文化活動の発表の機会及び鑑賞する機会
の拡充を図るとともに、文化を通じて地域の発信力
を高める。

◎若者文化イベント（共催事業） 
・若者の手づくり企画を公募選考し、開催を支援する。

◎ジャンル別研修会（主催事業） 
・文化活動の参加機会を提供することにより、底辺 
拡大と交流を図る。

　開催ジャンル：美術、音楽、舞踊、演劇、生活文化等

◎大分県芸術祭継承事業

・開幕行事（主催行事）

・閉幕行事（共催行事） 

・大分県美術展（共催行事） 

・共催行事（共催行事） 

◎実行委員会経費

◎参加行事
（参加行事）
・大分県芸術文化振興会議
加盟団体を含む芸術文
化団体、市町村及び企
業等が行う文化祭の趣
旨に沿った行事

（特別参加行事）
・市町村、公立文化施設な
どの自主事業で、実行
委員会会長が特に認め
た行事

　今年は　主催６　共催36　参加147　の参加をいただきました。芸振加盟の皆さんの多数のご参
加ご協力ありがとうございました。
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企画実施人材育成事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

派 遣 者：三宮一将
推薦団体：新潮流の会
期　　間：平18年６月４日～８月23日
滞 在 国：イタリア・ドイツ・オランダ・チェコ・フランス・スイス
研修目的：ヨーロッパにおける絵画、彫刻、建築など総合的な芸術、及び現代的な芸

術表現の研修

　ヨーロッパの幾つかの国とわずかな都

市と美術館、博物館、教会などを中心に、

古典から現代までの芸術を観て回った。

それもたったの３ヶ月弱。にも拘わらず

何と膨大な数の絵（彫刻、建築、その他

技法も含め）があるのだろう。１ヶ月く

らい経過した頃には食傷気味になってい

た。今思うと自身の甘さがよく分かる。

２ヶ月も経とうとした頃には、もっと

もっとというふうに目的地が見えてい

て、そこにあるであろう作品を実際に観

てみたくて仕方がない状態になってい

た。限られた時間の中で数千又は数百年

にもおよぶ絵画の歴史を出来得る限り吸

収し、瞬時に選別しなければならない。

良い悪いではなく感覚とリンクするもの

があるか、または自分にとって必要かと

いうことを。

　１日は早朝から夕刻まで。当然だが美

術館にも教会にも閉館時間がある。その

後はとても美しい日没までの街並みがあ

る。今日観たものを想い、明日観るもの

を考えると１日が終わってしまっていた。

　イタリアでは３枚の油絵を描き、ドイ

ツでは６枚描いた。しかしながらその土

地の人たちと交流の中で、たった１枚の

絵を持って帰ることしかできなかった。

それほどまでに世話になり、好くしてい

ただいたということだと思う。

　何千だか何万だかの芸術作品に触れた

が、完璧に優れた１作品を選び出すこと

は困難な作業ではなかった。イタリア・

研修を終えて研修を終えて

ローマ・コロッセオで

平成 18 年度海外派遣研修平成 18 年度海外派遣研修
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フィレンツェのウフィッツィ美術館で出

会ったレオナルド・ダ・ビンチ作「受胎

告知」である。感動したり個人的に勉強

になった作品はまだまだほかにある。最

高の絵を捜すのが目的でもない。ただそ

ういう結論を持ったということだ。勿論

「モナリザ」にしても他の画家や彫刻家

の作品にしても、とてつもなく凄いもの

が幾つもある。

　今後の自身の制作には、沢山の素晴ら

しい街や芸術作品から感じたり学んだり

したことによって自分自身の中から新た

に発生する感覚と、その関連性の中から

描き創りだして行こうと思う。これもま

た当然のことながら、どこにもこれまで

の私の作品と同じものはなかったという

ことが将来の制作へのひとつの展望であ

るように思っている。

三宮　一将

◉補助金を希望するには…

　芸振加盟団体代表者が海外派遣研

修者推薦書を提出します。

（指定の推薦書様式あり）

　これを受けて、芸振役員による選

考委員会で審査します。

　推薦の期限は派遣を希望する年の

前年の10月31日までです。

　平成19年度は推薦がなかったため

派遣はありません。

＊推薦書様式は例年、通常総会で各

加盟団体に配布しています。その

他、ＨＰからも入手することがで

きます。

この補助金は
海外での研修に
対して交付する
ものです

この補助金は
海外での研修に
対して交付する
ものです

イタリア ボローニャのレジデンスにて制作
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１．生い立ち・紹介
　平成２年 12 月に会派を越えて書の研鑽に励も
うと意気投合した者同志が集まり発会。
２．めざすもの
　大分の地に根をおろし大分の地でしか書けな
い書を目指している。
３．そのため日常努力していること
　メンバー各自が個性ある作品制作をめざし、
自分の求める書、古典の臨書等日々精進してい
る。
４．活動内容
　年一回書展のテーマを設定し、作品発表して
いる。第１回展（Ｈ３）～第 12 回展トキハ会館、
第 13 回展～第 15 回展アートプラザ、第 16 回展
（Ｈ 18）芸術会館で開催（テーマ、臨書と創作）。
第 13 回展（Ｈ 15）に第５回大分県民芸術文化
祭奨励賞を受賞した。
５．アピールしたいこと
　大分の地に根をおろし、大分を題材にした親
しみやすい書展を目指している。メンバーが切
磋琢磨した個性ある作品をみてほしい。
６．あなたにとって芸振とは？
　文化団体の諸活動を支援し、芸術文化の発展
に寄与する。
７．芸振にのぞむこと
　各部門の活動状況等のＰＲをもっと芸振から
発信してほしい。

１．生い立ち・紹介
　1993 年７月結成の大分市等在住の社会人によ

るアマチュア・ビッグバンドです。

２．めざすもの
　ジャズに限らずあらゆるジャンルの楽曲を楽

しく聴衆に感動を与える演奏を目指している。

３．そのため日常努力していること
　バンドが一体となったアンサンブルを重視し、

管楽器の音色・和音のハイレベル化を推進。

４．活動内容
　独自の主催・企画のコンサートやライブ演奏、

県内各地での各種イベント等での演奏を実施。

神楽とジャズの融合で庄内神楽との共演を行っ

た。刑務所や病院での慰問演奏も恒例化してお

り年間約 20 回程演奏を行っている。

５．アピールしたいこと
　管楽器がアンサンブルでスウィングする、リ

ズムが一つとなってビッグバンドサウンドが生

まれる。ビッグバンドの楽しさは永遠だ。

６．あなたにとって芸振とは？
　文化活動を行っている個人・団体の公的サポー

ト機関としての役割を担っている組織。

７．芸振にのぞむこと
　ことあるごとに、個人・団体の文化活動の支援・

広報等の活動をより充実して頂きたい。

大分の書を求める豊墨会

代　表　樋　口　紫　水

会 員 活 動 紹 介

MID'S JAZZ ORCHESTRA
（ミッズ・ジャズ・オーケストラ）

代　表　川　野　　修

第 16回大分の書を求める豊墨会展（芸館） チャリティコンサート「ビッグバンドよ永遠に！」
（2006.7.15・iichiko グランシアタ）
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 メセナ情報
●㈳企業メセナ協議会「助成認定制度」
　企業や個人が特定公益増進法人である協議会を通じて芸術・文化活動への寄付を行うと、税制上の優遇
措置が受けられます。
　支援する側の税負担を軽減し、芸術・文化活動に支援を受けやすくする制度です。

　この制度を利用するためには芸術文化活動を行う団体、個人がそれぞれに支援依頼をする必要があります。
＊詳しくは㈳企業メセナ協議会ＨＰをご覧ください。

●各種助成金の年間募集状況
　上記メセナ協議会ＨＰから“メセナビ”にアクセスすると、さまざまな分野へメセナ活動を行っている
企業財団一覧も見ることができます。
　今回はその中から、大分県内の文化団体に申請可能なものの一部を一覧にしました。
　記載の内容については、変更なども考えられます。また、さらに詳細な条件がある場合もありますので、
希望の場合は余裕を持って、問い合わせ先に確認をしてください。

平成19年１月～３月に開催の補助事業

助成金情報

手　

順
寄付金

（企業５万円、  　
　 個人１万円以上）

支援者
（企業・個人）

申　請
（締切 年６回）

認　定
助成金

支援依頼

メセナ協議会芸術文化活動を

行う団体個人

実　施　時　期
平成19年１月22～28日
平成19年２月10日
平成19年２月12日

平成19年３月20～25日
平成19年３月

事　業　名
水彩連盟大分支部展
大分県庁職員吹奏楽団定期演奏会
第14回音楽祭
第14回佐伯市人形劇フェスティバル
第28回九州国画写真展
大分ジュニアコーラス定期演奏会

会　　場
アートプラザ
iichiko音の泉ホール
iichiko音の泉ホール
佐伯市弥生児童館
大分県立芸術会館
ＮＨＫスタジオホールキャンバス

主　催　団　体
大分県水彩連盟
県庁職員吹奏楽団
大分県音楽団体協議会
大分県人形劇サークル協議会
九州国画会
大分ジュニアコーラス

問い合わせ先（ＴＥＬ）
097‒536‒0522
097‒536‒0522
097‒536‒1111(2057) 
振興会03‒3265‒7411
097‒536‒1111(2057) 
財団03‒3259‒4131
097‒536‒1111(2057) 
財団03‒3218‒0611
097‒536‒1111(5496) 
財団03‒3349‒6194
097‒536‒1111(5496)
03‒5685‒2311
03‒3253‒2032
03‒5608‒5202
03‒3660‒7055
075‒311‒7710
03‒5568‒8816
03‒5740‒8331
03‒3535‒5566
03‒3281‒0604
03‒3271‒2330
06‒6532‒8764
03‒3218-0611
097‒558‒1111

対　　象
加盟団体が実施する文化行事
１０、１１月に大分県内で開催される文化行事

文化団体活動等

文化の国際交流など

音楽、美術
演劇、民俗芸能

音楽留学、民俗芸能

文化財保存修復等

オーケストラ派遣
美術、音楽、舞台芸術
音楽、美術
音楽
音楽・美術
音楽・舞踊・演劇、伝統芸能、伝統工芸
現代演劇、現代舞踊
音楽（オーケストラ、オペラ）作曲家団体
音楽、美術
空間造形デザイン
音楽、美術、演劇、伝統芸能
音楽、美術、演劇、舞踊、伝統芸能、有形文化財、他

募集時期（目安）
１０月末まで
２月頃

１１月頃

１１月上旬

９～１２月

１１月～１月

１～２月

直接問い合わせ
１０～１１月上旬
１０～１１月下旬
直接問い合わせ
随時
１２月末日
直接問い合わせ
　　　〃
１０～１２月、４～６月
１１月頃
10月～1月末
１１月中旬～１月中旬

補助金額（万円）
直接問い合わせ
直接問い合わせ
県文化スポーツ
振興課

５０，１００

３０～８０

内容により２００，
７０，４０

１００まで

直接問い合わせ
１００程度
１００を限度
３０～１５０
数１０～１００程度
５０程度
直接問い合わせ
５０～１００
直接問い合わせ
１５０まで
直接問い合わせ
直接問い合わせ

詳しくは主催団体におたずねください。

窓　口
大分県芸術文化振興会議事務局
大分県民芸術文化祭事務局
県文化スポーツ振興
課　募集・要望書
県文化スポーツ振
興課　募集・申請
県文化スポーツ振
興課　募集
県教育庁文化課
募集・申請
県教育庁文化課
募集・申請
直接
直接
直接
直接
直接
直接
直接
直接
直接
直接
直接
直接

機関および財団名
特定非営利活動法人大分県芸術文化振興会議
大分県民芸術文化祭

日本芸術文化振興会

㈶三井住友海上文化財団
  
㈶ＵＦＪ信託文化財団 

㈶明治安田クオリティオブライ
フ文化財団
㈶文化財保護・芸術研究助
成財団
㈶日本交響楽振興財団
㈶アサヒビール芸術文化財団
㈶花王芸術・科学財団
㈶ロームミュージックファンデーション
㈶朝日新聞文化財団
㈶全国税理士共栄会文化財団
㈶セゾン文化財団
㈶三菱信託芸術文化財団
㈶野村国際文化財団
㈶ユニオン造形文化財団
㈶東洋信託文化財団
㈶大分放送文化振興財団

1
2

3

4

5

6

7

8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

 行事案内 ～会員の実施する行事を紹介していきます。情報をお寄せ下さい。



「大分県文化年鑑」が変わります。
　年一回、大分県の芸術文化活動をまとめている「年鑑」を抜本的に見直し改訂することになりました。そ
の内容と主な改訂部分を紹介します。
①本の大きさが変わります。
　これまでＡ５版であったのがＢ５版になります。たて５㎝、横３㎝大きくなります。
　機関紙と同じ大きさです。
　☆活字の大きさはあまり変わりませんが、ゆとりある編集で見やすくなります。
②編集方針
　一年間（４月～３月／2006年版は2006年１月から2007年３月）の芸振
の組織、運営活動状況及び加盟団体の活動を中心に編集し、記録誌の
役割をもたせます。今までのものを整理し、シンプルなものにします。

③配布先
　　団体会員……２部　　　個人会員……１部
　行政機関、教育委員会、行事調査依頼施設、九州各県文化担当課、
報道関係、他県の文化団体など。印刷部数は1000部です。

④内容が変わります。
　ア表紙
　　　その年（４月～３月／2006年版は2006年１月から2007年３月）の
活動内容の中から話題を呼んだ場面の写真などをとりあげてデザイ
ンします。

　イ部門別活動状況
　　　会員数・役員名など、共通内容を表にし、全体をわかりやすくし
ます。

　ウ文化行事一覧・記録
　　　市町村別など重複しているものは一つにまとめます。
　エ文化施設
　　　〈掲載基準〉客席のある会館ホール、公民館は中央会館のみ
　　　※私立の美術館など大巾に整理します。

2006年版から各加盟団体に活動内容の原稿依頼を送ります。執筆をお願いします。

大分県文化年鑑2006
2006年１月１日から

2007年３月31日までの記録

写真
目次
①県内芸術文化の概要
　・県民芸術文化祭行事一覧・記録
　・県内文化活動一覧
②加盟団体活動内容
　各加盟団体の年間の活動を掲載
③大分県芸術文化振興会議事業
④文化施設一覧
　／会館・ホール・公民館
　／博物館・美術館
　　歴史民俗資料館・図書館部門
　／市町村の窓口の連絡先
　／報道関係
⑤大分県芸術文化振興会議要覧
　役員・会員名簿
　付録　定款等
　編集後記

会員の受彰（賞）者紹介
▪文部科学大臣表彰　　地域文化功労者　　　大分県合唱連盟
▪知事表彰　　　　　　文化振興功労　　　　大分県民踊連盟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大分県民謡研究会萬謡會
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡　辺　恭　英
▪大分合同新聞文化賞　　　　　　　　　　　渡　辺　恭　英
▪大分県社会教育功労者表彰　個人の部　　　脇　　　正　人

特定非営利活動法人  大分県芸術文化振興会議
〒870-0035　大分市中央町３丁目６-13　岩尾文具別館２階

TEL：097-536-0522　FAX：097-536-6188　E-mail：info@geishin.jp　URL：http://www.geishin.jp/

編集委員会から

新　入　会　員　紹　介
団体名 部門 代表者 事務局長 事務局所在地

ＮＰＯ法人福祉事業社・和（なごみ）の会 総合 奈良和子 工藤隆則 大分市津守330番地（６組）
▪団体会員

＊ご寄付をいただき誠にありがとうございました。
　日本詩道会、大分自由美術、研彩会、山香町文化連盟  　４団体
　詫間　文男、後藤　滉霊、石橋　静子　　　　　　　　　個人３名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計：￥95,000　　累計：￥2,287,000

機関紙120号以降ご寄付頂いた会員の皆様です。


